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資料５

関係審議会等における意見発信の状況
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（１）社会保障審議会医療保険部会

第181回 社会保障審議会医療保険部会（2024.８.30 開催） （出席：北川理事長）

議題
マイナ保険証の利用促進等について

（報告事項）後期高齢者医療の窓口負担割合の見直しの影響について、 医療DXの更なる推進について

発言

マイナ保険証の利用促進等について

○ マイナ保険証利用促進については、これまでも発言してきたが、我々保険者としても、HPやチラシ・ポス
ター等の活用を通じてマイナ保険証利用促進を図ってきたところであり、今後も、 9月半ばには「資格情報の
お知らせ」を全加入者約 4,000 万人に対して送付するタイミングで、利用促進のチラシを同封するなど、引き
続きマイナ保険証の利用を呼び掛けていく。

○ただ、更なる利用促進のためには、保険者の取組のみならず、個々の医療機関・薬局等における患者への
積極的な声掛けや、政府による効果的な広報など、関係者それぞれがしっかりと役割を果たしていくことが重
要であると考えており、より一層の取組をお願いしたい。

医療DXの更なる推進について

○ 医療DXの費用負担のあり方については、6ページ目において、「受益者負担の観点を踏まえた公的支援
を含む運用資金のあり方等について検討」、「全国医療情報プラットフォームの普及後の運用費用について
は、国、保険者のほか、プラットフォームの利用に係る受益者で幅広く費用負担する」と示されている。

○ 今後、各論点について議論していくとのことだが、費用負担のあり方の議論の際には、この「受益者で幅
広く負担する」という考え方に基づき、関係者の役割や受益等を整理して、検討を進めていく必要があると考
えている。我々も保険者として意見を述べさせていただきたいと考えており、医療保険部会でもしっかりと議
論をお願いしたい。
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（２）診療報酬関係

第591回 中医協 総会（R６.７.３ 開催） （鳥潟理事）

議題 医療DXの推進にかかる診療報酬上の対応について

発言

〇医療DX推進体制整備加算に関するヒアリングや２号側委員の意見も鑑み、非常に努力されている医療機
関があると感じた。また、その中でも積極的な声かけが特に重要であると改めて理解した。

〇私たち保険者としてもマイナンバーに関しては、記号番号とマイナンバーの連携から始まり、マイナ保険証
を作ってもらい使ってもらうということで、様々な施策・活用を加入者のみなさまに呼びかけており、そこにリ
ソースも多大にかけている現状である。

〇みなさまからご意見いただいたように、ここに集まっている全員もしくは所属組織全体で一層の取り組みをし
て医療DXを完成形に近づけていくことが非常に重要な観点だと考える。そのように考えた際、できない理由
は様々あると思うが、何ができるのかということにお互い着目する必要があると考える。

〇いずれにせよ、マイナ保険証の利用率が一定の施設基準になる以上、何かしらの数字を置かなければなら
ない。可能な限り直近の利用率、平均ではなく分布を鑑みたうえで、できるだけ幅広い医療機関の方々がや
る気になるような数値を設定することが大事だと考える。前に進めるために何が必要かということを実際にこ
の場で議論していきたい。そのためには「この数字を使って私たちは議論した」という確実な数字が目に見え
ていくといいと思う。期限のあることなので難しい部分もあると思うが、厚労省のみなさまにもご勘案いただき
たいと思う。

〇医療情報取得加算について、12月に健康保険証の発行が終了した段階で一定の役割を終えると考えるた
め、早期に見直しの検討を行いたい。
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（３）薬価改定関係

第225回 中医協 薬価専門部会（R６.７.17 開催） （鳥潟理事）

議題 令和７年度薬価改定について

発言

〇令和７年度薬価改定については、医薬品業界の構造的課題等の根本的課題について丁寧な議論を積み重
ねていく必要があると認識している。
〇特に医薬品の安定供給の問題は、医薬品業界の構造的な課題に端を発するものであり、診療報酬上の評
価による対応では問題の根本的な解決には繋がらない。
〇今後、関係業界等からの意見聴取等を踏まえ、実態をしっかりと把握しながら、議論を積み重ねていきたい
と思っている。

19



（３）薬価改定関係

第226回 中医協 薬価専門部会（R６.８.７ 開催） （鳥潟理事）

議題 関係業界からの意見聴取について

発言

〇令和６年度薬価改定は、ドラッグラグ・ロス解消に向けてイノベーションへの評価が推進されたと認識してお
り、そこに対しては良かったという受け止めをしている。しかし、まだ具体的な効果が見えない状況であるため、
どのような行動変容につながっていくかという点に関しては大いに期待したい。

〇一方、医薬品の安定供給問題について、医薬品業界の構造的な課題に端を発するものと考えている。特に
ジェネリック医薬品については、選定療養も始まる中、保険者としても安定供給をお願いしたいと強く思って
いる。

〇JGAの内容について、安定供給責任者会議の立ち上げを行うと説明いただき、非常に期待している。供給
できなかった製薬会社の振り分けを他社で補うとされているが、振り分けて実際に製薬を始めるには何が必
要なのか。独占禁止法との関係整理や、製薬会社同士における契約上での課題もあると思うが、そのあたり
も細かく議論して実効性のあるものにしていただきたい。

〇また、人材育成・定着のための取組の共有と研修ですが、具体的なところの提示がないため、実際にはど
のように進めるのかというところに関しては非常に興味がある。ぜひ、具体策の提示をお願いしたい。

〇業界再編について、厚労省からもすでに後発医薬品の産業構造改革の要請を受けており、あるべき姿や対
策の方向性も示されているものと認識している。そうした中、研究会を立ち上げて調査・研究を行うということ
だが、具体的にどういったことを調査・研究することになるのか、すでに挙がっているものがあればお示しいた
だきたい。

〇いずれにせよ、ジェネリック協会のみなさまには非常に期待をしているため、ぜひこの施策が行動につなが
るよう、お願いする。
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（４）介護保険関係

第113回 介護保険部会（R６.７.８ 開催） （出席：鳥潟理事）

議題
〇 介護情報基盤について
〇 その他

発言

〇 資料１について、DX化の推進については、介護分野に比べ、医療分野での取組が先行して進められてい
る状況である。
〇 地域包括ケアシステムの理念の更なる深化のためには、介護分野でもオンライン資格確認等のシステム
を活用し、ケアプランの内容や要介護度等の情報・データの活用や、医療分野で共有が進んでいる個人の
健康や医療にかかわる情報の連携を進めていくべきである。
〇 全国医療情報プラットフォームが国民にとって使いやすい実効性のある仕組み・制度となるよう、マイナン
バーの利活用を基軸に、積極的にインフラ整備を進めていただきたい。
〇 特に、介護保険被保険者証の電子化については、医療分野における マイナンバーカードと健康保険証
の一体化の動きも踏まえ、介護分野のデジタル化の一環として、早急に実施していただきたい。
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（４）介護保険関係

第241回 介護給付費分科会（R６.７.31 開催） （出席：鳥潟理事）

議題 〇 令和６年度介護従事者処遇状況等調査の実施について

発言

〇 調査の内容や方法については特段の異論はない。令和６年度介護報酬改定において、介護職員の処遇
改善のための措置ができるだけ多くの事業所に活用されるよう推進する観点から、複数あった加算のついて
一本化を行い、またその加算率も高いものとなったと認識している。
〇 これにより、実際に、介護現場で働く方々にとって、処遇改善にどうつながったのか、加算の対象事業所が
どう変化したのかといった今般の改定の効果や影響をしっかりとみていく必要がある。介護従事者の処遇実
態が的確に把握できるように、有効回答率の向上、施設・事業所別においての回答率のばらつきが出ないよ
うに、工夫をお願いする。
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（５）適用拡大
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